
世田谷区内大学（学部）と世田谷区との連携協力に関する実績（令和６年度）

1 駒沢ふれあい広場実行委員会
駒澤大学で7月に行なわれる、駒澤大学夏祭りの実
行委員会に地域住民、世田谷区職員が出席し、地域
の意向も反映したお祭りを実施。

○

2 地域環境美化清掃活動

青少年経堂地区委員会、経堂地区身近なまちづくり
推進協議会、経堂地区社会福祉協議会が共催で実施
する清掃活動。
経堂駅・千歳船橋駅を起点に、8コースに分かれて
馬事公苑前けやき広場までを清掃。
東京農業大学生がボランティアとして参加し、地域
の方と交流しながら清掃活動を行う。

○

3 下北沢音楽祭
下北沢音楽祭の催し物の一環としてライブハウスで
の演奏の場を提供するとともに、その他の催し物の
準備・運営・片付けに学生が参加している。

○ ○

4 せたがや梅まつり
梅まつりの催し物の一環として、舞台において大学
の落語研究会の発表を実施している。

○ ○

5 八幡中学校避難所運営訓練

産業能率大学の学生が避難所運営訓練のスタッフと
して参加している。訓練を通して大学生が町会・自
治会やＰＴＡ、中学生と交流し、防災組織の一員と
して、地域に貢献している。

○

6 古着・古布回収

着なくなった衣類等を回収し、資源のリサイクルを
推進・可燃ごみの減量を図る、深沢地区古着・古布
回収事業に運搬･積込作業補助員として学生ボラン
ティアを募り、町会委員、世田谷区職員と協力する
ことで、世代間を超えた交流を図る。

○

7
烏山地域キャラクター「からぴょん」による地域活性
化事業

平成25年度に作成した烏山地域のキャラクター「か
らぴょん」を積極的に活用した事業（着ぐるみの派
遣やからぴょんダンス等）を日本女子体育大学ダン
ス・プロデュース研究部と連携し、地域の活性化や
交流を目的として展開している。今後、大学と連携
しさらなる地域活性化を目指すcommunity danceを
長期にわたり実践していく。

○
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8 地区防災フェアへの参加協力

「上北沢地区防災フェア」に学生がボランティアと
して参加。ブースの運営時補助等を行うことによっ
て学生の防災意識の向上や、地域とのつながりの醸
成を図る。

○

9 せたがや国際メッセ

多文化共生社会構築に向けた今後の取組みについて
考えるきっかけづくりとして、多文化を知り・触れ
る機会である国際交流イベント。
留学生が参加し、ステージイベントや英会話を通
じ、区民との交流を図る。

〇 ○ ○ ○ ○ 〇

10 世田谷246ハーフマラソン

世田谷246ハーフマラソン実行委員会主催により、
毎年11月に行われるマラソン大会。ハーフマラソン
と800m,1600mのタイムトライアルが実施される。
ペースセッター、救護活動のほか運営ボランティア
として各大学の協力を得ている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 区民スポーツまつり
公益財団法人世田谷区スポーツ振興財団によるス
ポーツ・レクリエーション普及啓発事業。プログラ
ム運営に学生が参加。

○ ○

12 大学連携に基づく若者の身近な居場所｢あいりす｣

昭和女子大学の大学生が運営する、若者にとって身
近な居場所。利用対象者である小学校5年生から24
歳までの女性が年齢の近い女子大生と話をしたり、
様々な活動を共に行うことで、若者にとって居心地
の良い居場所、様々なことに挑戦できる空間となる
ことを目指している。なお、運営のサポートを、公
益財団法人児童育成協会へ委託している。

○
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13 大学連携に基づく若者の身近な居場所｢たからばこ｣

日本大学文理学部を中心とした大学生が運営する、
中高生世代にとって身近な居場所。利用対象者であ
る中高生世代の若者たちと近い年齢の大学生が様々
なイベントを実施することで、中高生世代にとって
居心地の良い居場所、様々なことに挑戦できる空間
となることを目指している。なお、運営のサポート
については、公益財団法人児童育成協会へ委託して
いる。

○

14 みどりと花いっぱい協定
協定を締結した大学の学生が国士舘坂沿いのプラン
ターの植付けや水やり、草取りなどの日常管理を実
施。

○

15 区立中学校陸上競技大会

区立中学校の生徒が日頃の練習成果を発揮し、各種
目の個人記録や学校対抗で競い、優勝を目指すこと
で、体力向上と生徒間の交流を図る。補助員として
学生の参加を依頼。例年10月頃に開催している。

○

16 ほっとスクールへのボランティア派遣事業

ほっとスクール（教育支援センター）に通室する児
童・生徒に対して、対人関係や集団生活への適応力
を高めるために兄や姉のように接する学生ボラン
ティアを派遣する。

○ ○

17 日本でできる小中学生の国内留学プログラム

日本にいながら「英語オンリー」の環境を体験でき
るプログラム。ネイティブスピーカーの講師に加
え、テンプル大学ジャパンキャンパスの学生が
ティーチングアシスタントとして参加。外国の文化
及び社会に触れるなどの体験を通して、国際理解や
国際感覚の基礎を培い、国際コミュニケーション能
力の育成を目的に区立小・中学生の参加枠を確保し
ている。

○
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18 喜多見児童館「宇奈根の渡し」

喜多見児童館の子どもたちが昔あった渡し舟を復活
させたいとスタートした事業。地域と子どもたちが
作製した渡し舟が多摩川を遊覧し、川崎の子どもた
ちを乗せて世田谷へ来て交流する。駒澤大学の学生
が河川敷での交流として体験コーナーの運営を行っ
ている。

○

19 松沢地区防災塾
地区防災力の向上を目指し、日本大学文理学部にも
参画いただき松沢地区防災計画について検討を行
う。

○

20 中里小学校避難所運営訓練(中里防災の日)
中里小学校児童と避難所運営委員による防災訓練に
学生が参加し、訓練の1コーナーの運営を行ってい
る。

○

21 防災塾

災害に対する日頃の備えと避難所シミュレーション
を講義およびワークショップ形式で実施。学生がグ
ループワークに参加。

○ ○

22 外国人のためのリレー専門家相談会

在住外国人のための相談体制強化の一環として、
「東京外国人支援ネットワーク」との連携により、
「外国人のためのリレー専門家相談会」を世田谷区
内で開催する際の会場での受付や案内のボランティ
アとして区内大学生が参加。

○
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23 せたがや会議（外国人との意見交換会）
世田谷区内在住の外国人と日本人が意見交換を行う
際のグループファシリテーターとして区内大学生が
参加。

△ △ △ △ ○

24 高齢者向けスマートフォン講座
高齢者のデジタルデバイド解消のため開催した「高
齢者スマホ講座」において産業能率大学学生に操作
サポーターを依頼した。

○

25 日本語教育における学生派遣
日本語を母語としない児童生徒の学習を留学生が支
援

○

26 留学生派遣
区立学校において留学生が多文化理解の授業を行
う。

○ ○

27 教育総合センターメッセ学生派遣
教育総合センターメッセにおける学生派遣。各国の
遊びを実施。

○ ○ ○ ○ ○
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28 災害時における協力体制に関する協定書

災害が発生した場合に、避難所として大学施設の利
用や学生・教職員ボランティア派遣等、区民、在学
在勤者等の安全確保、生活復興等の応急対策を迅速
に推進するための協定を締結している。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 松沢地区交流会
日本大学文理学部のカフェテリアを借用し、松沢地
区内の活動団体の交流を目的として実施。

○

30 たこあげ大会（青少年松沢地区委員会主催）
日本大学文理学部の陸上グラウンドを借用し、親子
向けのたこあげ大会を実施している。

○

31 避難所施設利用に関する協定書
災害が発生した場合に避難所として大学施設の一部
を利用するための協定を締結している。

○

32 世田谷区たまがわ花火大会
世田谷区たまがわ花火大会時の観客の臨時駐輪場と
して東京都市大学総合グラウンド及び駒澤大学玉川
校舎を借用している。

○ ○

33 世田谷区たまがわ花火大会
世田谷区たまがわ花火大会時の障害者等観覧スペー
スとして駒澤大学玉川校舎を借用している

○
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34 水防
野川・仙川氾濫による鎌田一、二丁目周辺水害発生
時の避難所として駒澤大学玉川校舎体育館を開設す
る。

○

35 土と農の交流園通年講座・公開講座

野菜づくり等を通して高齢者が土に親しむ場を提供
することで、その余暇活動の充実を図るとともに、
地域住民及び世代間交流の場を確保し、豊かな地域
社会形成に寄与することを目的として、東京農業大
学グリーンアカデミーの企画による、園芸に関する
講座を実施。

○

36 二十歳のつどい

成年年齢が18歳に引き下げられたが、引き続き成人
の日に満20歳になる方を対象に成人式を開催してい
る。
また、企画内容の検討及び当日の運営をになる実行
委員会を設置し、18～24歳の方を対象に委員を公募
して実施している。

○

37 せたがやふるさと区民まつり

「みつけよう心のふるさとひろげよう心のふれあ
い」をテーマに多くの区民、団体、企業の協力をい
ただき区民による手づくりのまつりとして「ふるさ
と世田谷」で共に暮らす人々の連帯感や郷土に対す
る愛着心を高めることを目指し開催している。
また、夏の風物詩として事項委員会と共催で運営し
ている。

○

38 ボランティアマッチングセンター等に関する協定書

平成27年3月に世田谷区、世田谷ボランティア協会
と締結した「災害時における協力体制に関する協定
書」に基づき、災害が発生した際に、ボランティア
マッチングセンター等を大学施設に設置する。ま
た、平常時において、連携を図る。
①災害発生時における協力の在り方に関する研究
②連絡会の開催
③教職員､学生に対する防災に係る啓発
④円滑な施行に資する

○ ○ ○ ○ ○
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39 福祉避難所（母子）

災害が発生した場合に、妊産婦・乳児の安全確保の
ため、区の要請に基づき、協定を締結している私立
高校、大学において福祉避難所を開設する。
また、平常時において、区と協定団体の意見交換
会、講演会及び図上訓練（グループワーク）を実
施。

○ ○ ○ ○

40 学校包括支援員研修
心肺蘇生等の救命救急講習を開催。
大学は区に講師を派遣している。

○

41 大学等教育機関との連携

基本協定に基づき「区内大学と世田谷区教育委員会
との教育活動等支援事業に関する覚書」を締結し、
区立幼稚園、区立小・中学校の教育活動等支援のた
めの学生派遣事業を平成17年9月より開始。
派遣対象となる教育活動
①学級運営の支援、②学校行事等への支援、③部活
動における技術指導、④配慮を要する児童・生徒へ
の支援

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 大学公開講座広報

区民の多様な学習意欲に応え、区民の生涯学習を支
援することを目的とし、区内大学・短期大学等が主
催する公開講座の広報支援を中心に、区民に学習機
会を提供する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 せたがやｅカレッジ

区内6大学と世田谷区教育委員会で連携し、イン
ターネットを活用したeラーニングサイトを運用。
参加大学の特色あるコンテンツを作成し、区民等に
学習の機会を提供する。また、公開講座を実施し、
せたがやeカレッジを広く周知するとともに、学習
の機会を広げる。
6大学：国士舘大学、駒澤大学、昭和女子大学、成
城大学、東京都市大学、東京農業大学

○ ○ ○ ○ ○ ○

44 多摩美術大学　連携講座
多摩美術大学が生涯学習プログラムとして一般向け
に開催する公開講座。世田谷区教育委員会の共催で
開催。

○
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45 大学図書館の区民利用

基本協定に基づき「区内大学と世田谷区教育委員会
との大学図書館の世田谷区民の利用に関する覚書」
を締結し、専門書等について、大学図書館の区民利
用を進めている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ 〇

46 第一生命グラウンド

第一生命保険株式会社が所有する野球場を日本女子
体育大学と区が共同で借り受け、「J＆Sフィール
ド」として、令和４年1月以降、利用可能時間帯の
一部を区民向けスポーツ施設として開放。

○

47
世田谷プラットフォーム事業
「ビジネスキャリアデザイン講座」

世田谷プラットフォーム協定6大学（国士舘大学、
駒澤大学、昭和女子大学、東京都市大学、東京農業
大学、成城大学）が協働し、若手ビジネスパーソン
向けの無料オンデマンド講座を開講。将来マネー
ジャー層として活躍するために必要と思われる知識
を学べる講座をリレー形式で配信した。

○ ○ ○ ○ ○ ○

48 世田谷区学生交流プログラム

産学官連携の活動組織である世田谷プラットフォー
ムキャリア部会の取り組みとして実施している「世
田谷区学生交流プログラム」に職員が出席してい
る。プログラムは1年生を対象に、大学間での学生
交流や、行政・社会人の講話を通じて、大学で学ぶ
意義やこれからのキャリアについて考えることを目
的に実施している。世田谷区との連携では「世田谷
区新庁舎のユニークな活用を考える」をテーマに、
チームでの発表と意見交換を行った。

○ ○ ○ ○ ○ ○

49 教育実習との協働事業
世田谷区が過去の戦争の悲惨さや平和の尊さを伝え
えるため大学と協働し、教職課程の学生に平和資料
館を利用した講義を実施した。

○
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50 特別支援教育の専門家派遣試行
区立幼稚園において、特別支援教育に係るアドバイ
ス等を行う。

○

51 食品衛生教育
区立小学校で手指の菌を培養し、手洗いの重要性に
ついて学ぶ授業を実施。

○

52 英語体験教室

教育総合センターにおいて、テンプル大の教員が講
師となり、大学生のアシスタントティーチャーとと
もに「小学生対象」「中学生対象」「高校生以上・
社会人・シニア対象」各クラスの英語体験教室を月
１回の割合で実施

○

53 教育総合センター「STEAM教育講座」

プログラミングや科学実験など、各教科の知識や考
え方を総合的に活用して課題解決をめざすSTEAM教
育（科学、技術、工学、芸術、数学）に関する内容
や創造する力をはぐくむことを目的に講座を実施す
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○

54 管理栄養士養成施設公衆栄養学実習
管理栄養士の配属されている課で公衆栄養学の実務
研修として学生の受入を実施。

○ ○

55 健康せたがやプランに基づく健康づくりの推進
区民や関係機関で構成する「烏山地域健康サポー
ター」と協働で地域の健康づくり活動を行ってい
く。

○

56 大学生インターンシップ実習生受入れ事業

区の様々な部署で学生を実習生として受け入れるこ
とで、学生の職業意識の醸成や区政に対する理解の
促進、学生の指導を通して区職員の資質向上を図
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 せたがや学生ボランティア　ネットワーク

区内の各大学、区、ボランティア活動団体等との間
で、ボランティア活動に関するネットワークを構築
し、大学生による地域活動を促進することを目的に
以下を開催する。
(1)せたがや学生ボランティアネットワーク会議
(2)せたがや学生ボランティアフォーラム

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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58
 日本女子体育大学健康スポーツ学科と世田谷区との連
携協力による「健康づくり事業」

日本女子体育大学健康スポーツ学科と世田谷区が、
相互に連携協力して世田谷区内における健康づくり
事業を実施することで、高齢者が自身の体力状態を
把握し、運動の必要性に気付く機会の付与を目指
す。

○

59 乳幼児を対象とした文化・芸術体験プログラム

【昭和女子大学】
楽器による生演奏を通じた音楽体験事業「ムジ
カ」。
クラシックや身近な楽曲を楽器による生演奏で体験
し、音楽を身近に感じてもらうことで、文化・芸術
体験を通じた非認知能力の育成を支援。学生参加の
もと、楽器を使ったワークショップも実施。また、
近隣園で合同開催することにより、小学校進学に向
けた子ども同士の交流機会を創出している。
【東京都市大学】
天然粘土を通じ、それぞれのイメージを形にする造
形体験。
学生がこども達の粘土あそびに加わり、子どもたち
の発想力を高めたり、イメージを形にするサポート
を行い、非認知能力の育成を支援。令和6年度から
は、親子で好きな動物をつくる区民参加型イベント
も実施し、焼きあがった作品思い出として各ご家庭
に贈呈している。

○ ○

60
大学生のためのデートＤＶ防止ファシリテーター養成
講座

区内外の大学から受講生を募集し、中高生へ向けた
デートＤＶ防止啓発を行う大学生のファシリテー
ターを養成する、本講座を受講後は、らぷらす学校
出前講座でのファシリテーターとして活躍すること
を目指す。

○ ○ ○

61 創業機運醸成事業

駒澤大学現代応用経済学科ラボラトリが、アントレ
プレナーシップ（起業活動）を軸に置き、地域に根
差した産官学金のオープンな連携のもと、研究・教
育・地域貢献を融合させる地域プラットフォームの
原動力となることを目的に平成30年4月に創設さ
れ、起業家育成に向けた様々な事業を展開してい
る。
平成30年7月に、区の創業支援等事業計画に位置付
け、区をはじめ金融機関や産業支援機関等と連携し
ながら、創業の促進など地域経済の活性化に向けた
取組みを推進している。

○
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62 実習生受入れ
大学からの依頼に基づき、区立児童館において実習
生を受け入れている。

○ ○

63 保育実習受入事業
保育士資格取得を目指す学生を受け入れ、区立保育
園で保育実習を行う。

○ ○ ○ ○ ○

64 三軒茶屋駅周辺のまちづくり

三軒茶屋駅周辺において、広域生活・文化拠点とし
て、にぎわいと活気に満ちた魅力ある拠点づくりに
取り組んでいる。区民、事業者、大学など様々な主
体が連携してまちづくりに取り組むため、令和４年
３月に「三茶のミライ（三軒茶屋駅周辺まちづくり
基本計画）」を策定し、官民学連携によるソフトと
ハードが一体となったまちづくりに取り組んでい
る。

○ ○ ○

65 せたがやガーデニングフェア

学生による見本庭園の作成・展示（1区画約10㎡）
を行っており、見本庭園の作成・展示及びイベント
への参加を通して、大学で学ぶ造園技術の実践・習
得を図り、また発表ＰＲの機会を設ける。

○

66 栄養士養成施設校外実習生受入れ
給食業務を行うために必要な給食サービス提供に関
し、栄養士として具備すべき知識及び技能を修得さ
せるための実習を区立学校にて受け入れる。

○ ○

67 体育指導力向上協力校

校内研究や通年の授業改善に関する相談・支援を体
育指導の専門家（大学教授）から受けることを通し
て、区内学校の教員の体育指導力向上を図る。ま
た、体育授業が苦手な教員の指導力向上を推進する
ことによって、児童の更なる体力向上、健康推進を
目指す。

○

68 世田谷ガリレオコンテスト

区立中学校において、豊かな発想と創造力に富んだ
夢のある研究を広く募集し、コンテストによる発表
を通して、より研究を深め、区立中学生の科学への
興味や関心を高めるとともに、科学を学ぶ喜びや意
欲を育てる。大学教員による審査、講演あり。

○ ○
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69 スクールソーシャルワーク実習受け入れ
スクールソーシャルワーカーの育成を目的とし、社
会福祉学科実習生を世田谷区教育委員会にて受け入
れ。

○

70 スクールカウンセラー実習生受入れ
心理学専攻の学生を区立小・中学校スクールカウン
セラーのもとに実習生として受入。

○

71 新・才能の芽を育てる体験学習

幼稚園・保育園、小・中学校の児童・生徒が自らの
才能・個性に気づき、将来の夢や目標を発見し、た
くましく成長することを目的とした体験学習。各界
の第一線で活躍する講師を迎え、普段の授業や生活
では経験できない内容の講座を実施している。

○ ○ ○ ○ ○

72 砧地域健康づくり推進連絡会

砧地域の区民、団体、事業者及び行政が協同して健
康づくり活動を推進するため、健康づくり課を事務
局として、地域の学校・団体・区民の代表である区
民委員、砧総合支所地域振興課およびまちづくりセ
ンター職員からなる砧地域健康づくり推進連絡会を
構成しており、健康せたがやプラン（第二次）後期
に基づく砧地域健康づくり行動計画に関して、砧地
域のイベント等で健康づくりに関する普及啓発の活
動や取り組みを行っている。

○ ○

73 平和資料館連携企画展
世田谷区が過去の戦争の悲惨さや平和の尊さを伝え
るため大学及び学生と連携し企画展を開催した。

○ ○ ○

74 世田谷地域「地域交流ラボ」

世田谷地域にある大学に通う学生たちが地域の方々
と交流しながら、各グループが設定したテーマにつ
いて調べ、研究成果やアイデアを地域に発表し、大
学・学生と地域が顔見知りになるきっかけをつく
る。

○ ○ ○ ○ ○
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75 若者の投票率向上プロジェクト

令和５年区議・区長選の執行にあたり、若年層の投
票率向上に向けた課題整理と具体的な啓発事業案の
検討を行い、大学及び学生によるアイディアとデザ
インを用いた啓発を実施。

○

76
馬事公苑界わいコミュニティデザインプロジェクト
（bajico）

「人と人とのつながり 心の豊かさの再確認」を
キーワードに、行政、大学、地域住民、民間企業、
NPO法人とが協働で、イベントを通じて地域コミュ
ニティの促進を図り、地域の社会的課題の解決・よ
り豊かで魅力的で強い地域をつくることを目的とし
たコミュニティデザイン事業。

○ ○ ○ ○

77 子育てステーション事業

子育てステーション世田谷（おでかけひろば、ほっ
とステイ、認可保育園、発達相談）の運営を行う。
NPO法人を母体に設立した社会福祉法人共生会SHOWA
が運営を受託している。

○

78 区民健康村事業

健康村事業の創設時より、東京農業大学の学生によ
る川場村の森林や里山の保全活動を実施している。
現在でも学生の実技実習、調査研究の活動の場とし
て世田谷区民健康村を利用したり、交流事業にス
タッフとして参加するなど、健康村事業を通じて世
田谷区と東京農業大学との連携を継続している。
また、国士舘大学の学生もスタッフとして参加して
いる。

○

79 世田谷区子ども・子育て会議委員
世田谷区の子ども支援、教育の持続的な発展のため
に連携を図る。

○ ○

80 ミニコミ紙編集委員会
日大商学部砧祭実行委員が砧地区ミニコミ誌である
「砧のひびき」の編集委員として加わり、年間を通
して活動している。

○

81 地区イベント協力事業

砧地区におけるイベント(緑化まつり、古着・古布
回収・砧ラリー等)において日大商学部砧祭実行委
員がスタッフとして参加し、地域住民との交流を深
めている。

○
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82 日大砧祭への協力
日大商学部砧祭実行委員会主催の「日大砧祭」に砧
地区ごみ減量・リサイクル推進委員会、日赤奉仕団
砧分団が出店協力している。

○

83
車いすバスケットボールエキシビションマッチ～THE
LEGACY～

スポーツをみる機会の提供及びパラスポーツの推進
を目的に、車いすバスケットボールのプロチームで
ある「神奈川VANGUARDS」等を招待し、エキシビ
ションマッチ及び車いすバスケットボールの体験会
を行う。運営等に学生が参画。

○

84 運動と食の講座
運動効果をあげるための食事（栄養）について学
び、地域の方々の健康な体づくりの促進を図るとと
もに、地域団体との連携を通じた施設運営に繋げ
る。

〇

85
親と子のつどい
「チャレンジスポーツ」

世田谷区教育委員会と世田谷区スポーツ推進委員と
連携し、親と子のつどいにて陸上競技場をメイン会
場とした「スポーツチャレンジコーナー」を実施。
運営等に学生が参画。

○

86
チャレンジスポーツ
スキルアップバスケットクリニック

現役の３×３のトップアスリート（岡田麻央 氏）
の指導による、個のスキルを高めることに特化した
バスケットボールクリニック。運営等に学生が参
画。

○

87
第３９回きたざわまつり「スポーツチャレンジコー
ナー」

北沢まつりと連携したスポーツチャレンジコーナー
の実施。運営等に学生が参画。

○ ○

88 せたがやデジタルポイントラリー事業

高齢者を対象にスマートフォン等を用いたデジタル
ポイントラリーを試行的に実施。デジタルポイント
ラリーのラリースポットとして、大学による機器の
設置や事業周知等を実施。

○
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89

環境サポーター事業

※「環境エネルギー・ラボ ｉｎせたがや」を休止し
て、令和４年度から新設。

　気候危機対策の一環として、これからの未来を担
う若者世代の参加及び協働のもと、持続可能な開発
のための教育の推進及び環境に配慮した行動変容を
促進するため、大学生等の若者世代で構成された環
境啓発ボランティア「環境サポーター」が、環境啓
発イベント（若者環境フォーラム、若者環境デー
等）の運営を行う。

〇

90 ほっとスクール実習生受入れ
心理学専攻の学生を区立ほっとスクールのもとに実
習生として受入。

〇

91 駒澤大学カラダスマイルプログラム

コロナ禍・物価上昇などの学生生活への影響に対す
る食料品等の配付による学生支援
学生自身が体・食事・栄養などについて考える機会
を創出し、卒業後にも健やかな生活を送ってもらう
ために展開している。

○

92 こどももちつき会
地域の協力のもと、もちつき会を通して、子どもた
ちが食を楽しむとともに、日本の伝統行事を間近で
体験し、知る機会を実施。運営に学生が参加。

〇

93 中央図書館テーマ本展示による啓発事業

エシカル消費（倫理的消費）の取り組みの一つであ
る「フェアトレード」（生産者や労働者の生活の自
立をめざす公平・公正な貿易）について、大学生に
よる子ども向け啓発事業を実施。

〇

94 社会教育実習受入
梅丘中帰国・外国人教育相談室で社会教育実習の学
生を受け入れる。

〇

95 魅力ある学び舎・魅力ある学校づくり研究校
研究校に指定された区立学校・学び舎で大学と連携
した取組を実施。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

96 スポーツ交流 区立学校に専門家及び学生を派遣。 〇
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97
部活動地域移行トライアル事業
世田谷区中学校合同部活動（陸上競技）

学校部活動地域移行に向けたトライアル事業とし
て、区内唯一の総合運動場陸上競技場を活用した合
同部活動を実施し、競技力向上や交流等を促進し、
中学生の更なるスポーツ環境の整備を目的とする。

〇

98 「世田谷区内犯罪ゼロの日」防犯イベント

世田谷区が毎年１０月の全国地域安全運動期間中に
行っている「世田谷区内犯罪ゼロの日」防犯キャン
ペーン中、区民を対象とした防犯イベントを実施。
区内大学ボランティアサークルの学生がイベントに
参加し、闇バイトについての広報啓発活動を行っ
た。

〇

99 世田谷区ラジオ体操健康フェスタ

“うめとぴあで楽しくラジオ体操を学ぼう!!”
講師にＮＨＫテレビ・ラジオ体操指導者、日本体育
大学体操部（指導補助）を迎え、ラジオ体操を通じ
て地域住民の健康づくりを推進するイベント。

・主催：世田谷区立保健医療福祉総合プラザ
　　　　運営管理室
　　　　東京リハビリテーションセンター世田谷
・後援：世田谷区ラジオ体操連盟
・運営：日本体育大学体操部

○

100
ＡＣＰ（アドバンス・
ケア・プランニング：⼈⽣会議）の普及啓発事業

もしもの時に自分が受けたい医療やケアを医療・介
護関係者や信頼できる家族やパートナーなどの身近
な人と話し合い、自らが決定していく、「ＡＣＰ
（アドバンス・ケア・プランニング：人生会議）」
の普及啓発するため、駒澤大学および学生によるア
イディアとデザインを用い啓発を実施。

〇

101
令和６年度 SETAGAYA FUN AND SMILE SPORTS(烏山
コース)

①スポーツに馴染みのない子どもが、笑って“ス
ポーツの楽しさ”に触れる。
②スポーツを競技的ではなく、総合的に多種多様な
角度からアプローチすることで、
　　各年代に必要な、体本来の機能や運動神経・運
動能力の向上を図る。
　③エンターテイメント性を高め、スポーツを継続
する “楽しむ気持ち”を醸成。
（２）キッズ（幼児）　：あらゆる動きを通じて
「カラダを動かすことの楽しさ」を体感。
（３）ジュニア（小学生）：あらゆるスポーツを楽
しみ「思い通りに動けるカラダ」を習得。

〇
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102
令和６年度 SETAGAYA FUN AND SMILE SPORTS(三軒茶
屋コース)

①スポーツに馴染みのない子どもが、笑って“ス
ポーツの楽しさ”に触れる。
②スポーツを競技的ではなく、総合的に多種多様な
角度からアプローチすることで、
　　各年代に必要な、体本来の機能や運動神経・運
動能力の向上を図る。
　③エンターテイメント性を高め、スポーツを継続
する “楽しむ気持ち”を醸成。
（２）キッズ（幼児）　：あらゆる動きを通じて
「カラダを動かすことの楽しさ」を体感。
（３）ジュニア（小学生）：あらゆるスポーツを楽
しみ「思い通りに動けるカラダ」を習得。

〇

103 夢チャレ！バレーボール～バレーボールで輝こう～

(１)	当財団が事業展開する単発型と通年型の中間に
位置づけした、月間型の事業として、子どもの体
力・基礎運動能力の向上を目的に、種目の体験や基
礎技術習得を目指す。
(２)	東京2020オリンピック・パラリンピック大会後
のレガシーの創出を図る。
(３)	オリンピアンを講師に招き、世界レベルの専門
的な指導や、体験談を交えた講話を通じ、子どもた
ちに「夢」を抱かせ、チャレンジすることの素晴ら
しさ等を伝える。

〇

104 器械運動アカデミー

(１)	当財団が事業展開する通年事業の「世田谷器械
運動アカデミー」にて子どもの体力・基礎運動能力
の向上を目的に、種目の体験や基礎技術習得を目指
す。

○

105 新体操アカデミー

(１)	当財団が事業展開する通年事業の「世田谷新体
操アカデミー」にて子どもの体力・基礎運動能力の
向上を目的に、種目の体験や基礎技術習得を目指
す。

○

106 落語公演会
敬老の日に、地域の高齢者を対象に「落語公演会」
を開催し、高齢者の身体と脳の活性化による地域住
民の健康と交流を促進する。

〇

107 スポーツフェスタ
多くの区民や子供たちに、スポーツ・レクリエー
ションに触れて楽しんでもらい、スポーツ・レクリ
エーション活動の普及・啓発を図る。

〇
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108 世田谷区認知症施策評価委員会

昭和女子大学人間社会学部福祉社会学科の学生２人
が、認知症施策推進に係る区の附属機関である「世
田谷区認知症施策評価委員会」に委員として参加。
学生が日頃参加しているアクションチームでの活動
内容や気づきなどを事例として発表。

〇

109
べジチェック（野菜摂取量推定機器）等を活用した食
育体験

「健康せたがやプラン（第三次）」に基づいた体験
型食育事業において、野菜摂取推定量を数値確認す
ることを学生が体験することで、望ましい食生活へ
の行動変容につなげる。一部大学では事業の実施に
学生がボランティア参加している。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

110 地域防災力向上のための覚書の締結 子ども版HUGの作製および活用 〇

111 農大・エコゼミ in setagaya

子どもたちの夏休みの自由研究の題材となるような
環境問題に関する企業・団体の取り組みを提供する
イベントを大学によるアイデアと学生の協力のもと
開催。小学生が企業・団体の各ブースを訪れ、環境
にやさしい取組を学ぶことで環境を考えるきっかけ
をつくる。大学生は小学生のファシリテーターとし
て学びや気づきのヒントなどを与える。

○

112 人材確保に向けたアニメーション動画製作
新ＢＯＰ学童クラブの人材確保の一環として、アニ
メーション動画を製作するにあたり、東京都市大学
の学生有志の協力を得て完成させた。

〇

113 らぷらす運営協議会
区内で活動する団体・個人から、らぷらすの事業及
び施設について意見を聞く会の委員として参画

○

114 出前講座事業
小学生・中学生を対象に「性的マイノリティの理
解」についてのプログラムを作成し、区内小学校・
中学校に出向き、講座を提供。

○

115 せたがや道づくりプラン専門アドバイザー会議
令和8年3月改定予定の「せたがや道づくりプラン」
の改定検討にあたり、学識経験者として大学教員か
ら専門的助言を受ける

○ ○

116 教育総合センターメッセにおける幼児向け運動遊び
教育総合センターメッセでのイベントの一つとし
て、日本女子体育大学の教授と学生による、幼児を
対象とした運動遊びの実施。

〇


